
市の花
コスモス

市の木
つつじ

（S45.11.10指定）

（H9.10.20指定）

広報

No.1003 2017年（平成29年）

2
1日号

【人口と世帯数】平成29年１月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口90,949人（1,062人）
●　男　44,865人（316人）
●　女　46,084人（746人）
●世帯数39,758世帯
　　　　　※外国人住民の世帯を含む

【12月中の動き】※外国人住民を含む
●転入　243人　●転出　241人
●出生　 49人　●死亡　　　91人

◆税の申告は、早めに、正しく！（Ｐ２～４）
◆公立幼稚園の園児を募集（Ｐ６）
◆各種奨学金の貸付を行っています（Ｐ７）

今月の日曜開庁 2月26日㊐ 8時30分〜17時15分

市 民 課（2階）　☎（20）1502
市民税課（2階）　☎（20）1577
収 税 課（2階）　☎（20）1578

　 本納支所　　　　☎（34）2111
証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで  市 民 課（2階）　☎（20）1502

※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください

輝
け
！
「
茂
原
の
星
」

　
　
茂
原
市
出
身
プ
ロ
野
球
選
手

　

高
梨 

裕
稔
投
手
（
北
海
道
日
本
ハ
ム
）

【
関
連
記
事
11
ペ
ー
ジ
】

ひ
ろ
と
し
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申
告
の
期
間
・
受
付
場

所
・
受
付
時
間

　

窓
口
で
の
申
告
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す

（
土
・
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）。

◆
市
・
県
民
税
の
申
告

（
茂
原
市
役
所
の
み
受
付
）

２
月
15
日
㊌
ま
で

　

市
民
税
課
窓
口
（
２
階
）

２
月
16
日
㊍
～
３
月
15
日
㊌

　

市
役
所
市
民
室
・
本
納
支
所

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告

　

２
月
16
日
㊍
～
３
月
15
日
㊌

茂
原
税
務
署
（
市
役
所
市
民

室
・
本
納
支
所
で
も
受
付
可
）

◆
受
付
時
間

①
市
役
所
市
民
室
・
本
納
支
所

８
時
30
分
～
17
時

申
告
の
際
は
、
16
時
30
分
頃
ま

で
に
来
庁
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
混
雑
状
況
な
ど

に
よ
り
、
受
付
終
了
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は

郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

収
入
・
控
除
等
の
必
要
書
類
を
同

封
し
、
市
役
所
市
民
税
課
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

②
茂
原
税
務
署
（
確
定
申
告
の
み
）

９
時
～
17
時

税
務
署
で
は
、
自
書
作
成
指
導

の
他
に
、
２
月
14
日
㊋
～
３
月
15

日
㊌
の
期
間
、
申
告
書
を
作
成
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

※
雑
損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
や

青
色
申
告
者
、
譲
渡
所
得
者

（
土
地
や
建
物
等
の
不
動
産
、

ゴ
ル
フ
会
員
権
や
株
式
等
の
資

産
を
お
売
り
に
な
っ
た
方
）
の

申
告
は
市
役
所
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
茂
原
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
茂
原
税
務
署
で
は
、
１
月
４
日

㊌
か
ら
消
費
税
の
申
告
書
・
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
申
告
書
の
提
出
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

申
告
の
受
付
に
つ
い
て
　

申
告
書
は
、
納
税
者
が
自
分
で

作
成
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
提
出

の
み
の
方
は
待
ち
時
間
な
し
で
優

　申告会場は混雑することがあります。所得税及び復興特別所得税の確定申
告は、電子申告(e-Ｔax)や郵送(茂原税務署あて)での申告をお勧めします。

申告会場開設期間　２月16日㊍～３月15日㊌(土・日を除く)

市役所市民税課
〒297-8511 茂原市道表１番地
☎（20）1577、Ｆ（20）1609

（土日・祝日除く）

茂原税務署
〒297-8501
茂原市高師台１丁目５番１　茂原地方合同庁舎２階
☎（22）2166（土日・祝日除く）

①印鑑 ・認印でも可（朱肉を付けるもの）
②本人確認書類
　（ＡまたはＢの
　いずれか）

Ａ本人確認書類＝個人番号カード（マイナンバーカード）
Ｂ番号確認書類＋身元確認書類
・番号確認書類とは、通知カード、住民票の写し（個人番号の
　記載があるもの）など
・身元確認書類とは、運転免許証、公的医療保険の被保険者証、
　パスポートなど

③収入を証明する
　もの

・源泉徴収票（給与、公的年金等）　・営業等、農業、不動産
　の収入があった方は、収入と必要経費が分かる書類や帳
　簿、領収書など
※あらかじめ収入と各経費を計算しておいてください。
・支払調書（配当、原稿料等）　・株式の年間取引報告書

④控除を証明す
　るもの

・国民年金保険料の控除証明書
・国民健康保険税、後期高齢者医療制度保険料の領収書や口
　座振替納付済通知（平成28年中に支払ったもの）
・生命保険料、地震保険料の控除証明書　・障害者手帳

⑤そのほか ・本人名義の通帳　・筆記用具、計算機など

先
的
に
受
け
付
け
ま
す
。

市
役
所
や
税
務
署
で
は
、
記
載

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
「
自
書

作
成
指
導
」
を
行
い
ま
す
。

医
療
費
の
合
計
金
額
、
農
業
・

事
業
所
得
な
ど
の
収
入
・
経
費
計

算
は
、
必
ず
ご
自
分
で
計
算
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、「
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
」
と

「
市･

県
民
税
の
申
告
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
給
与
所
得
者
で
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る
方
は
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
清
算
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税の申告は、早めに、正しく！

申 告 に 必 要 な も の
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確
定
申
告
が

�

必
要
な
方
（
例
）　

昨
年
１
年
間
に
所
得
が
あ
り
、

次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

⑴
平
成
28
年
分
の
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
の
各
種
所
得
金

額
の
合
計
額
が
扶
養
控
除
、
基

礎
控
除
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

⑵
給
与
所
得
の
あ
る
方
で

①
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い

て
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方

確
定
申
告
を
す
れ
ば

税
金
が
戻
る
方
（
例
）　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
（
還
付
申
告
）
が

で
き
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
・

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

②
平
成
28
年
に
中
途
で
退
職
し
た

後
就
職
し
な
か
っ
た
方
で
、
年

末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

③
公
的
年
金
等
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
で
は
あ
る

が
、
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
お

り
、
医
療
費
控
除
等
の
申
告
を

す
る
と
、
所
得
税
が
戻
る
方

※
税
金
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
、
預
金
口
座
へ
の
振
込
と
な

り
ま
す
。
口
座
番
号
等
の
分
か

る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
お
よ
び

振
替
納
税
の
お
勧
め
　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

依
頼
書
に
預
金
口
座
番
号
を
記

入
し
、
預
金
届
出
印
を
押
印
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
期
限
（
口
座
振
替
以
外
）

３
月
15
日
㊌

◆
口
座
振
替
日　
４
月
20
日
㊍

◆
提
出
先
・
期
限

　

茂
原
税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関

３
月
15
日
㊌

税
理
士
が
行
う

�

無
料
申
告
相
談
　

税
理
士
記
念
日
事
業
と
し
て
、

次
の
と
お
り
経
験
豊
富
な
税
理
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
相
談
日
時　
２
月
23
日
㊍

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時

◆
場
所　
市
役
所
市
民
室

◆
問
合
先

千
葉
県
税
理
士
会
茂
原
支
部

☎
（26）
７
３
７
２
（
平
日
午
前
の
み
）

青
色
申
告
と
税
務
相
談
　

茂
原
市
青
色
申
告
推
進
協
議
会

で
は
、
次
の
期
間
に
青
色
申
告
の

普
及
と
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
＝
２
月
13
日
㊊
～
３
月
15

日
㊌
（
土
・
日
は
除
く
）

◆
時
間
＝
９
時
～
11
時
30
分
、
13

時
～
15
時
30
分

◆
場
所
＝
茂
原
青
色
申
告
会
館

（
茂
原
市
道
表
12
番
地
）

◆
問
合
先
＝
茂
原
税
務
署
管
内
青

色
申
告
会
☎

（23）
１
２
７
３

市

･

県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

た
め
申
告
を
し
な
い
方
で
、
所
得

控
除
な
ど
が
あ
れ
ば
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、
市
・

県
民
税
の
額
が
減
額
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
収
入
の
な
い
方
で
も
、

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
軽
減
措
置
、
税
関
係

証
明
書
の
発
行
、
各
種
福
祉
関
係

の
所
得
判
定
等
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
裏
面
に

該
当
事
項
を
記
入
の
上
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
（
同
居
親
族
の
扶
養

に
な
っ
て
い
る
方
は
除
く
）。

確
定
申
告
は
必
要
な
い
が
、
市･

県

民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
（
例
）　

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
居
住
し
、
次
に
該
当
す
る
方
で

す
。

①
給
与
所
得
者
で
会
社
か
ら
市
役

所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方

②
事
業
所
得
者
な
ど
で
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
が
か
か
ら

な
い
方

③
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

て
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方

④
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
で
、

パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
収
入
が

あ
る
方

⑤
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
、

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

⑥
公
的
年
金
の
収
入
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
に
20
万

円
以
下
の
所
得
が
あ
る
、
も
し

く
は
、
扶
養
な
ど
の
各
種
控
除

の
申
告
が
必
要
な
方

確定申告書が作成（検算）できます。

　国税庁のウェブページで所得税及び復興
特別所得税の確定申告書が作成(検算)でき
ます。
　また、作成した申告情報を利用して電子
申告（e-Tax）をすることもできます。くわ
しくは国税庁ウェブページをご覧ください。
http://www.nta.go.jp
※電子申告の際は、電子証明書が必要です。
住民基本台帳カードの電子証明書は、有効
期間内であれば利用できますが、有効期間
が満了している場合は、個人番号カード（マ
イナンバーカード）が必要となります。
◆e-Taxを利用して所得税及び復興特別所得　
　税の申告をすると下記の利点があります。
１添付書類の提出または提示を省略できます。
２還付金を早く受け取ることができます。
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市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
昨

年
度
の
申
告
状
況
な
ど
に
よ
り
２

月
３
日
㊎
頃
に
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
書
は
市
役
所
市
民

税
課
と
本
納
支
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

※
す
べ
て
の
方
に
送
付
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方

で
も
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
平
成
㉙
年
度
は
申
告

が
不
要
な
方
に
も
申
告
書
が
届

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
人
や
家
族
の
病
気
や
け
が
な

ど
に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
と
き
は
、
次
に
よ
り
計
算
し
た

金
額
を
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降

の
方
は
、
医
師
が
発
行
す
る
お
む

つ
使
用
証
明
書
に
代
え
て
、
市
で

発
行
す
る
書
類
に
よ
り
医
療
費
控

除
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 市

・県
民
税
申
告
書
の

送
付

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

医療費控除の計算方法
控除額（最高200万円まで）＝
その年に支払った医療費

－ 所得の５％（10万円を超える場合は10万円）
－ ※保険金などで補填される金額

保険金などで補填される金額とは、①社会保険などから
支給を受ける療養費、高額療養費、出産一時金などのほか、
②医療費の補填を目的として支払いを受ける損害賠償金や
生命保険契約などの医療保険金、入院給付金などのこと。

※
対
象
に
な
ら
な
い
費
用

美
容
整
形
や
健
康
診
断
の
費
用

（
診
断
の
結
果
、
重
大
な
疾
病
が
発

見
さ
れ
、
引
き
続
き
治
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
診
断
費

用
は
対
象
）、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
代
、
通
院
に
使
用
し
た

自
家
用
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
駐
車

場
代
、
健
康
増
進
の
た
め
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
や
食
品
の
購
入
代
な
ど
。

※
医
療
費
は
、
平
成
㉘
年
中
に
実

際
に
支
払
っ
た
も
の
に
限
っ
て

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
添
付
書
類

医
療
費
の
領
収
書
な
ど

※
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す

る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、

「
領
収
書
な
ど
」
に
は
当
た
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
税
務
署
に
「
医
療
費
の
明
細

書
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
）

◆
対
象

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

を
納
め
る
方
が
、
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
・
購
入
・
増
改
築
な
ど
を
し
た

と
き
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
れ
ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得
税

額
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
場
合

は
、
限
度
額
の
範
囲
内
で
市
・
県

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
居
住
年
月
日
に
よ
っ
て
は
、
市
・

県
民
税
か
ら
の
控
除
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
１
年

目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
、
２

年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
29
年
度
以
降
の
住
民

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）に
つ
い
て

主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て

税
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
延
長

居
住
年
の
適
用
期
限
が
さ
ら
に

１
年
半
延
長
さ
れ
ま
し
た
（
平
成

33
年
12
月
31
日
ま
で
）。

◆
国
外
に
居
住
中
の
親
族
を
扶
養
す

る
場
合
の
書
類
添
付
等
の
義
務
化

国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控

除
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別

控
除
ま
た
は
障
害
者
控
除
の
適
用

を
受
け
る
場
合
は
、
親
族
関
係
が

確
認
で
き
る
書
類
と
、
送
金
関
係

が
確
認
で
き
る
書
類
を
確
定
申
告

書
に
添
付
、
も
し
く
は
提
示
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
年
末
調
整
等
に
お
い
て
、

す
で
に
親
族
関
係
書
類
お
よ
び
送

金
関
係
書
類
の
添
付
、
提
示
を
し

て
い
る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
29
年
分
以
降
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
30
年
度
以
降
の
住
民

税
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の

◆
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
自
主
服
薬
）
推
進
の
た
め
の

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
（
医

療
費
控
除
の
特
例
）
の
創
設

こ
の
制
度
は
、
従
来
か
ら
の

「
医
療
費
控
除
」
と
の
選
択
制
で
、

平
成
30
年
に
行
う
平
成
29
年
分
の

申
告
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
（
平

成
33
年
12
月
31
日
ま
で
）。

特
定
健
診
や
予
防
接
種
な
ど
の

一
定
の
取
り
組
み
を
行
う
個
人

が
、
自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族

に
係
る
一
定
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品
（
か
ぜ
薬
、
胃
腸
薬
、
鼻

炎
用
内
服
薬
、
肩
こ
り
・
腰
痛
・

関
節
痛
の
貼
付
薬
な
ど
）
の
購
入

の
対
価
を
支
払
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
対
価

の
額
の
合
計
額
が
１
万
２
千
円
を

超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部

分
の
金
額
に
つ
き
、
８
万
８
千
円

を
限
度
に
所

得
控
除
を
と

る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

・
税
務
署
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
１
６
６

※�

３
月
15
日
㊌
ま
で
開
設
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30

分
～
17
時
）。
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
流
れ
ま
す
の
で
、「
０
」

番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
国
税
庁
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
→http://w

w
w
.nta.

go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
市
民
税
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
７
、Ｆ
⒇
１
６
０
９
へ
。
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第３回もばら冬の七夕まつりを開催します

お問い合わせは、商工観光課（６階）　☎（20）1528、Ｆ（20）1604へ。

・足湯「冬タナの湯」..................... 12時～ 20時
・PETボトル灯篭（作成体験）....... 12時～ 20時
 （展　　示）....... 15時～20時
・グルメチャリティーイベント...... 17時整理券配布
・点灯セレモニー ........................ 17時15分～
・プロジェクションマッピング...... 18時～ 20時

　「冬の七夕まつり」を２月11日㊗に開催します。

　また、２月14日㊋（毎日17時30分～21時）までの間、市役所周辺と市役所脇の豊田川（通称：天の川）

がイルミネーションで輝いています。ぜひ足をお運びください。

主なイベント（天候等により、時間変更あり）

No.86

広
域
行
政
の
問
題

広
域
行
政
に
つ
い
て
は
、
長
い

間
ず
っ
と
疑
問
に
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
欄
に
も
何
度

か
書
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
過
激
に
な
ら
な

い
よ
う
、
焦
点
を
ぼ
か
し
て
き
ま

し
た
。
が
、
新
し
い
年
を
迎
え
、

少
し
で
も
茂
原
市
民
の
皆
様
に

真
実
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今

回
は
よ
り
き
っ
ぱ
り
と
、
広
域

行
政
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、

現
在
、
茂
原
市
を
含
む
１
市
６
町

村
で
、
住
民
の
生
活
に
直
結
す
る

ゴ
ミ
、
水
道
、
医
療
、
消
防
、
火

葬
場
等
を
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
業
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

生
活
に
直
結
す
る
の
で
、
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
組
織
運
営
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
合
併
を
前
提
で
組

合
規
約
を
作
成
し
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
広
域
議
会
で
の
議
決
権

は
、
茂
原
市
議
会
議
員
６
人
、
６

町
村
議
員
12
人
で
決
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
の
執
行

状
況
は
、
お
お
ま
か
で
す
が
、
６

割
を
茂
原
市
が
負
担
し
、
そ
れ
以

外
を
町
村
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
茂
原

市
に
と
っ
て
費
用
負
担
は
大
き

く
、
そ
の
割
に
議
案
採
決
に
お
い

て
は
町
村
の
意
見
が
通
り
や
す

い
と
い
う
、
大
変
不
公
平
な
状
態

で
す
。

例
え
ば
消
防
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
が
進
む
中
で
、
８
署
か
ら

５
署
に
し
て
は
と
の
案
が
あ
り
、

広
域
の
消
防
委
員
会
で
検
討
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、
今

地
元
に
あ
る
署
を
無
く
し
た
く

な
い
町
村
の
反
対
が
強
く
、
８

署
の
ま
ま
行
政
運
営
が
進
も
う

と
し
て
い
ま
す
。
結
果
そ
の
費
用

負
担
は
茂
原
市
に
多
く
か
か
っ

て
き
ま
す
。
無
く
し
た
く
な
い
な

ら
自
分
た
ち
が
負
担
を
し
て
く

だ
さ
い
よ
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
ど
こ
の
町
村
で
も
今
以

上
の
費
用
の
負
担
は
避
け
た
い
。

茂
原
が
出
し
て
く
れ
た
ら
あ
り

が
た
い
。
そ
れ
で
い
て
、
町
村
で

は
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
と
か
、
医
療
費

を
高
校
生
ま
で
無
料
化
す
る
と

か
の
「
住
民
に
や
さ
し
い
施
策
」

は
、
茂
原
市
に
何
の
相
談
も
無
く

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
茂
原
市
は

圧
倒
的
に
生
徒
の
数
も
、
教
室
の

部
屋
数
も
多
く
、
未
だ
に
負
の
遺

産
の
処
理
が
終
わ
っ
て
い
な
い

中
、
や
り
た
く
て
も
す
ぐ
に
は
無

理
な
の
に
、
少
し
は
配
慮
し
て
く

れ
な
い
か
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

こ
の
広
域
行
政
へ
の
違
和
感

は
、
だ
ん
だ
ん
膨
ら
ん
で
き
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
広
域
組

合
か
ら
の
離
脱
は
法
律
で
構
成

団
体
の
協
議
に
よ
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
３
月
、
一
部
事
務
組
合
に

関
す
る
規
約
の
変
更
の
特
例
が

法
律
で
認
め
ら
れ
、
離
脱
も
可

能
な
状
況
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

茂
原
市
で
は
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
中
で
、
学
校

を
含
む
公
共
施
設
統
廃
合
を
す

す
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
広
域
行
政
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
で
、
統
廃
合
を
視
野
に
入

れ
た
運
営
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

離
脱
も
視
野
に
入
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
二
重
行
政
の
無
駄

を
省
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
も
。
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公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

市
で
は
、
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
市
内
在
住

の
約
２
千
人
（
15
歳
以
上
）
と
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
登
録
者

（
15
歳
以
上
）
お
よ
び
市
民
バ
ス

利
用
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
市
民
バ
ス
等
の
運

行
計
画
の
改
善
・
見
直
し
を
検
討

す
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

調
査
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
宅
に
ア
ン

ケ
ー
ト
が
届
い
た
際
や
、
市
民
バ

ス
を
ご
利
用
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
依
頼
さ
れ
た
際
に
は
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６
、Ｆ
⒇
１
６
０
６
へ
。

　市では、４月から公立幼稚園に入園する幼稚園児を次のとおり募集します。

◆対　　象　３歳児（平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれ）
　　　　　　４歳児（平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれ）
　　　　　　５歳児（平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ）
◆申込資格　住民登録している市内在住者
◆申込方法　印鑑を持参の上、希望幼稚園にお申し込みください（必要書類は各幼稚園にあります）。
◆申込受付　９時～16時（土・日・祝日を除く）。定員になり次第、締め切ります。
◆注意事項　園児の送迎は各保護者でお願いします。

※�中の島幼稚園は、「公立保育所・幼稚園整備計画」に基づき、平成31年３月に閉園します。そのため、平成29
年度の園児募集（４歳児）は行いますが、平成30年度の募集は行いません。私立幼稚園は、各幼稚園へ直接
お問い合わせください。

お問い合わせは、学校教育課（９階）　☎（20）1558、Ｆ（20）1607へ。

公
　
　
立

幼稚園名 連絡先 対象・募集人数等

豊岡幼稚園
粟生野2653−1

☎（34）8050
Ｆ（34）7676

要問合せ

五郷幼稚園
早野17−1

☎（23）5185
Ｆ（24）8819

新茂原幼稚園
上林56−2

☎（24）8710
Ｆ（24）8393

中の島幼稚園
下永吉1056−2

☎（24）8720
Ｆ（24）6418

私
　
　
立

幼稚園名 連絡先 対象・募集人数等
アップル幼稚園
押日595 ☎（24）6685

要問合せ

エンゼル幼稚園
八千代1−11−1 ☎（22）3210

ふたば幼稚園
茂原646 ☎（22）3964

茂原聖マリア幼稚園
高師980 ☎（22）4386

もばら幼稚園
東郷842−2 ☎（24）1095

公立幼稚園の園児を募集
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ご
存
知
で
す
か
？

各
種
奨
学
金
の
貸
付�

�
を
行
っ
て
い
ま
す

交
通
遺
児・ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ
の

�

奨
学
資
金
貸
付
制
度

市
で
は
、
交
通
遺
児
お
よ
び
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
児
童
を
対
象

に
、
高
等
学
校
な
ど
（
高
等
専
門

学
校
、
高
等
専
修
学
校
お
よ
び
特

別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
）

に
入
学
ま
た
は
在
学
中
に
必
要
な

費
用
に
つ
い
て
無
利
子
で
資
金
の

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
貸
付
金
の
種
類

・
修
学
資
金

限
度
額�

月
額
１
万
５
千
円

・
入
学
一
時
金

限
度
額�

20
万
円

◆
償
還
方
法

卒
業
後
１
年
据
え
置
き
、
10
年

以
内
に
償
還

◆
貸
付
対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

①
高
等
学
校
等
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
交
通
遺
児
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ

と
。

③
他
の
奨
学
金
の
貸
付
を
現
に
受

け
て
い
な
い
、
ま
た
は
受
け
な

い
こ
と
。

④
扶
養
者
の
前
年
の
所
得
が
所
得

制
限
限
度
額
（
扶
養
者
が
い
な

い
場
合
２
５
０
万
円
、
扶
養
者

が
い
る
場
合
に
は
２
５
０
万
円

に
配
偶
者
控
除
額
お
よ
び
扶
養

控
除
額
を
加
算
し
た
額
）
以
下

で
あ
る
こ
と
。

※
貸
付
金
額
お
よ
び
貸
付
要
件
、

添
付
書
類
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３
、Ｆ
⒇
１
６
１
０
へ
。

修
学
が
困
難
な
方
へ
の�

�

奨
学
資
金
貸
付
制
度

市
で
は
、
大
学
（
短
期
大
学
含

む
・
大
学
院
除
く
）、
高
等
専
門

学
校
（
第
４
学
年
お
よ
び
第
５
学

年
）
ま
た
は
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
に
入
学
、
在
学
す
る
方
の
う

ち
、
学
術
優
秀
か
つ
健
康
な
方
で

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
方
に
、
次
の
と
お
り
、
無
利
子

で
奨
学
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
申
請
書
の
配
布
期
間

２
月
１
日
㊌
～
３
月
８
日
㊌

◆
受
付
締
切

３
月
24
日
㊎

※
貸
付
人
数
等
に
よ
り
、
希
望
額

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７
、Ｆ
⒇
１
６
０
７
へ
。

奨学資金貸付限度額

種類
区分 修学費 就学支度費

※入学時のみ

大学

月額５万円以内 15万円以内高等専門学校

専修学校

交通ルールやマナーについて楽しみながら学んでもらうため、交通安全フェア☆もばらを開催しますので、
ご家族・お友達皆さんでお越しください。
◆日時　２月25日㊏　13時～15時
◆場所　茂原ショッピングプラザ・アスモ
◆内容　交通安全優良ポスターの表彰式・作品展
　　　　アップル幼稚園児による鼓笛演奏
　　　　楽しく学ぼう！交通安全教室
　　　　子ども安全免許証作成　自転車安全チェック
　　　　市民バス「モバス」乗車体験
　　　　運転免許証自主返納情報　ほか

お問い合わせは、生活課（２階）　☎（20）1505、Ｆ（20）1600へ。

運転免許を自主返納した方への優遇措置について
ご本人が自らの意思で有効期限の残っている運転免許証を自主的に返納する際に、運転免許センターまたは警察
署へ申請することにより「運転経歴証明書」が交付されます。「運転経歴証明書」を提示することで、バス・タクシー
や宿泊施設等の割引などを協賛企業・団体から受けることができます。

お詫び 広報もばら１月15日号16ページ「今夜のおかず」において、健康生活推進員の写真掲載に
誤りがありました。各関係者の方々にご迷惑をお掛けしたことをお詫び申し上げます。



平
成
28
年
度
定
期
監
査
（
そ
の

２
）
を
実
施
し
た
結
果
の
概
要
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

茂
原
市
監
査
委
員　

元
吉
敬
宇

茂
原
市
監
査
委
員　

鈴
木
敏
文

監
査
の
対
象
＝
市
民
部　

生
活

課
・
市
民
課
・
国
保
年
金
課
・
健

康
管
理
課
、
福
祉
部　

社
会
福
祉

課
・
障
害
福
祉
課
・
高
齢
者
支
援

課
・
子
育
て
支
援
課
・
東
郷
保
育

所
・
二
宮
保
育
所
・
町
保
保
育

所
・
朝
日
の
森
保
育
所
、
経
済

環
境
部　

農
政
課
・
商
工
観
光

課
・
環
境
保
全
課
／
監
査
の
期

間
＝
平
成
28
年
10
月
20
日
か
ら
12

月
２
日
ま
で
／
監
査
の
場
所
＝
茂

原
市
役
所
、
東
郷
保
育
所
・
二
宮

保
育
所
・
町
保
保
育
所
・
朝
日
の

森
保
育
所
／
監
査
の
方
法
＝
監
査

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
所
管

の
財
務
に
関
す
る
事
務
事
業
が
効

果
的
、
経
済
的
に
執
行
さ
れ
て
い

る
か
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
、
組
織
及
び
運
営
の
合
理

化
に
努
め
て
い
る
か
。

ま
た
、
前
回
の
指
摘
事
項
の
改

善
は
な
さ
れ
て
い
る
か
に
主
眼
を

置
き
、
提
出
さ
れ
た
資
料･

関
係

諸
帳
簿
を
調
査
す
る
と
と
も
に
説

明
を
聴
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適

正
な
監
査
の
執
行
に
努
め
た
。

◆
監
査
の
結
果

計
画
さ
れ
た
事
務
事
業
は
ほ
ぼ

順
調
に
進
行
し
て
お
り
、
関
係
諸

帳
簿
も
お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
主
な
所
見

事
務
事
業
の
執
行
状
況
に
関
す

る
所
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
の

で
、
検
討
の
う
え
一
層
適
切
に
事

務
事
業
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

◎
道
路
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行

者
等
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
ゾ
ー

ン
30
」
を
指
定
し
た
区
域
も
あ

る
が
、
第
10
次
茂
原
市
交
通
安

全
計
画
に
基
づ
き
、
積
極
的
に

道
路
交
通
安
全
対
策
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

高
齢
者
の
特
性
に
応
じ
た
対
策

に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
防
犯
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た

め
、
関
係
機
関
、
団
体
等
と
協

力
す
る
と
と
も
に
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
情
報
を
共
有
し
連
携
を
密

に
し
て
取
組
ま
れ
た
い
。
ま

た
、
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
安

心
安
全
な
市
民
生
活
に
は
欠
か

せ
な
い
設
備
で
あ
る
の
で
、
自

治
会
な
ど
が
管
理
で
き
な
く

な
っ
た
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
管
理
を
引
き
継
ぐ

な
ど
、
さ
ら
な
る
防
犯
設
備
の

充
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
な

お
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
実
効
あ
る
設

置
場
所
の
調
査
と
増
設
を
含
め

て
検
討
さ
れ
た
い
。

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
「
茂
原
市
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

多
く
の
人
、
団
体
等
と
協
力
し

合
い
す
べ
て
の
人
が
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
街
に
な
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
窓
口
対
応
に
つ
い
て
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
努
力
が
見

ら
れ
好
評
で
あ
る
の
で
、
引
き

続
き
積
極
的
な
声
掛
け
な
ど
に

努
め
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

の
配
慮
を
意
識
し
た
窓
口
対
応

に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
が
年
々
増
加
し
国
民
健

康
保
険
会
計
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医

療
費
適
正
化
へ
の
取
組
み
に
努

め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
医
療
費

の
抑
制
を
図
る
た
め
に
は
、
健

康
診
査
に
よ
る
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
重
要
で
あ
る
。
な

お
、
病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な

体
づ
く
り
も
必
要
で
あ
る
の

で
、
関
係
部
署
と
連
携
し
運
動

能
力
の
向
上
、
体
力
強
化
に
よ

る
健
康
増
進
に
取
組
ま
れ
た

い
。

◎
国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
無
年

金
者
を
救
済
す
る
年
金
機
能
強

化
法
の
改
正
が
可
決
、
成
立
し

た
こ
と
か
ら
、
年
金
を
救
済
さ

れ
る
新
た
な
対
象
者
に
対
し
、

日
本
年
金
機
構
と
連
携
し
て
周

知
や
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
図

ら
れ
た
い
。

◎
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
の
進
展
、
疾
病
構

造
の
変
化
に
伴
い
健
康
増
進
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
生
涯
に
わ
た
り
、
自
ら
の

健
康
状
態
を
自
覚
す
る
た
め
に

健
康
増
進
に
関
す
る
知
識
の
普

及
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に

は
、
食
生
活
の
改
善
、
日
々
の

運
動
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
各

種
教
室
の
開
催
や
健
康
生
活
推

進
員
の
活
動
を
通
じ
、
市
民
の

健
康
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。

◎
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
妊
婦
、
子
育
て

中
の
家
族
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
施
設
で
あ
る
の
で
、
核
家
族

化
が
進
む
中
、
安
心
し
て
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
相
談
体
制
の
充
実
、
強

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

地
域
福
祉
活
動
の
重
要
な
拠
点

で
あ
る
た
め
、
利
用
し
や
す
い

施
設
と
な
る
よ
う
諸
団
体
と
連

携
を
図
り
、
一
層
活
用
が
で
き

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
障
害
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
障

害
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
の
中
に

は
、
早
期
に
発
見
し
支
援
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
改
善

さ
れ
て
く
る
事
例
も
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
紹
介

防災行政無線による音楽放送
（夕焼け小焼け）が17時に変わります

防災行政無線による夕方の音楽放送（夕焼け
小焼け）について、２月１日より放送時間を
16時から17時に変更して放送します。

お問い合わせは、総務課防災対策室（４階）
☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２へ。

４月から変わります！
スプレー缶・カセット
ボンベの排出方法

近
年
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
穴
あ
け
に
よ
る
事

故
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
場

で
の
火
災
や
爆
発
事
故
が
発
生

監
査
結
果
の
公
表

（
そ
の
２
）

お知らせ 市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。 8広報もばら　2017.2.1



も
含
め
、
情
報
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
、
関
係
課
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
待
機
者
が
、
４
月
１
日
現

在
（
半
年
前
）
と
比
較
す
る
と

減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
入
所
要

件
が
原
則
要
介
護
３
以
上
と
す

る
施
設
介
護
か
ら
家
庭
、
地
域

で
の
介
護
へ
転
換
が
主
因
と
思

わ
れ
る
の
で
、
在
宅
介
護
が
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
充
実
に

一
層
取
組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、

在
宅
で
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整

わ
ず
、
苦
慮
さ
れ
て
い
る
事
例

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
相
談

窓
口
の
充
実
、
ま
た
、
き
め
細

か
な
対
応
を
図
り
、
在
宅
介
護

の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
元

気
な
高
齢
者
の
方
が
活
躍
で
き

る
場
所
、
環
境
づ
く
り
を
行

い
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
努
め
、
ま
た
、

体
力
維
持
に
つ
な
が
る
運
動
が

で
き
る
施
設
環
境
を
整
え
ら
れ

た
い
。

◎
公
立
保
育
所
、
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
教
育
・
保
育
へ
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
や
人
口
減
な
ど
の

課
題
、
さ
ら
に
は
施
設
の
老
朽

化
に
と
も
な
う
統
廃
合
を
含
め

た
整
備
充
実
の
た
め
、
平
成
32

年
４
月
を
目
途
に
開
園
予
定
の

整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る

が
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
市

民
へ
の
周
知
、
理
解
、
協
力
を

得
る
取
組
み
に
努
め
ら
れ
た

い
。
ま
た
、
保
育
所
の
建
物
や

設
備
の
老
朽
化
に
つ
い
て
、
危

険
な
箇
所
は
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
た
め
早
急
に
改
善
す

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
不
安
を

持
っ
て
い
る
保
護
者
の
た
め
に
、

き
め
細
か
な
対
応
、
情
報
の
提

供
等
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
よ
り
一
層
窓
口
対
応
の

充
実
に
努
め
、「
子
育
て
す
る

な
ら
茂
原
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

※
経
済
環
境
部
の
主
な
所
見
に
つ

い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０
、Ｆ
⒇
１
６
０
７
へ
。

防災行政無線による音楽放送
（夕焼け小焼け）が17時に変わります

防災行政無線による夕方の音楽放送（夕焼け
小焼け）について、２月１日より放送時間を
16時から17時に変更して放送します。

お問い合わせは、総務課防災対策室（４階）
☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２へ。

４月から変わります！
スプレー缶・カセット
ボンベの排出方法

近
年
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
穴
あ
け
に
よ
る
事

故
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
場

で
の
火
災
や
爆
発
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
安
全
の
た
め
、
ス

プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の

出
し
方
を
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
資
源
ゴ
ミ
と

し
て
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
は
中
身
を
使
い
切
っ
て
、
穴
を

あ
け
ず
に
専
用
ネ
ッ
ト
袋
（
黄

色
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
出
す
日
が
変
わ
り
ま
す

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
の
日
か
ら

「
資
源
ゴ
ミ
」
の
日
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
衛
生
課

☎
�
４
９
４
４

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、Ｆ
⒇
１
６
０
4
へ
。

男
女
共
同
参
画
の

社
会
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
そ
の

個
性
と
能
力
を
は
っ
き
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
計
画
の

策
定
や
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
見
直
し
や
事
業
の

実
施
状
況
評
価
等
を
行
う
「
茂
原

市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推

進
協
議
会
」
の
委
員
を
一
般
公
募

し
ま
す
。

◆
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方
（
男
女
不
問
・
高
校
生
除
く
）

◆
募
集
人
数

６
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

選
考
あ
り
）

◆
任
期

２
年
（
平
成
29
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日
）

◆
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
応
募
動
機
を
明
記
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

◆
締
切　

３
月
10
日
㊎

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
２
９
７
‐
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１　

茂
原
市
役
所

企
画
政
策
課
（
４
階
）

kikaku2@
city.m

obara.

　

chiba.jp

☎
⒇
１
５
１
６
、Ｆ
⒇
１
６
０
３
へ
。

お知らせ 市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。9 広報もばら　2017.2.1



▲受賞報告をした中村新会長、岩名地良弘副会長（左）、斎藤亘弘副会長（右）

平成28年度全国優良老人クラブ連合会賞表彰の受
賞報告のため、茂原市長寿クラブ連合会が市長を訪
問しました。
この表彰は、設立10年以上の郡市区町村老人クラ

ブ連合会であって、その活動が優秀で他の範とする
に足ると認められる連合会に贈られるもの。茂原市
長寿クラブ連合会は、スポーツ・文化活動、地域福
祉活動など様々な活動を行うと同時に、会員加入促
進活動にも積極的に取り組んでいます。

▲山積みの寄付金を金種別に仕分ける会員

12/6たくさんの心を込めて
長寿クラブ連合会がまごころ募金

茂原市長寿クラブ連合会が、１年を通じて会員か
ら集まった「まごころ募金」の集計作業を市役所で
行いました。
この募金活動は、40年以上続いているもので、集

まった68万8,869円の募金は、茂原市社会福祉協議会
に寄付され、市内の１人暮らしの高齢者や障害者ら
に送られます。

全国優良老人クラブ連合会賞表彰
茂原市長寿クラブ連合会が受賞

11/16

12/8・9

12/9

本納小学校５年生が、本納絵馬５代目で日本画家
の矢部宏さんの指導のもと、千葉県伝統工芸品「本
納絵馬」作りに挑戦しました。
児童たちは、白馬の絵が描かれた絵馬に、細筆を

使って顔やたてがみなどをかき加え、裏には願い事
や将来の夢を書き入れました。

▲矢部さんからアドバイスを受ける児童

想いを絵馬にのせて
本納小学校で絵馬作りに挑戦

日本オリンピック委員会主催によるJOCオリン
ピック教室が、市内茂原中学校で開催されました。
この教室は、オリンピアンの経験を通して「オリン
ピックの価値」を伝え、日常生活に活かすことを目
的としています。運動の時間では、苦手な生徒も楽
しめるよう工夫された運動を体験。初めて体験する
運動方法に生徒たちは、「部活の練習にも取り入れて
活かしていきたい」と話していました。
※オリンピアン・・・（オリンピックに出場したこと
があるアスリート） ▲ロンドン五輪レスリング銅メダリスト湯元進一さん（左）による授業

オリンピアンがやってきた！
JOCオリンピック教室開催

10広報もばら　2017.2.1



▲母校の茂原中学校野球部の後輩たちと校歌を熱唱

茂原市出身で北海道日本ハムの高梨裕稔投手を招いた凱
旋イベントを、市主催により茂原ショッピングプラザアスモ
で開催しました。会場には約600人が集まり、大活躍した昨
シーズンの話や抽選会で盛り上がりました。トークショーで
は、サプライズゲストで中学時代の同級生や恩師が登場。
高梨投手は当時の裏話に照れ笑いの様子でした。
最後に「今年は、チームの連覇につなげたい！茂原を有

名にできるよう頑張りますので応援よろしくお願いします」
と今年の目標と地元への想いを話してくれました。

▲集めた落ち葉をトラックに積む高校生

12/13

12/17

1/8

1/9今年も活躍！連覇を目指せ！
高梨裕

ひろとし

稔投手凱旋イベント＆トークショー

▲久しぶりの友人と笑顔で記念撮影

市民会館において、「茂原市成人式」が開催され、
華やかな着物姿やスーツ姿の新成人667人が出席しま
した。
第１部の式典後、新成人27人の運営委員による抽

選会が行われ、会場は和やかな雰囲気。また、式典
前後には「和太鼓昇鼓團」による和太鼓演奏が被露
されました。

大人への決意、新たに！
茂原市成人式を開催

茂原市建設業組合（金
かねしろそうえん

城総円組合長：27社加盟）
が、地域貢献活動の一環として茂原公園の清掃作業
を行いました。
今年で15回目を迎えたこの活動には、茂原高校、

長生高校、茂原樟陽高校の運動部員や職員、保護者
ら335人も協力しており、今年も7,750kgの落ち葉な
どが回収されました。

桜の名所を美しく
茂原公園環境美化活動

▲本物の選挙と同じ機材を使用しています

市内五郷小学校６年生の児童が、模擬選挙を体験
しました。これは、投票方法や投票率の現状を学び、
実際の投開票を体験することで選挙を身近に感じても
らおうと、茂原市選挙管理委員会と茂原市明るい選挙
推進協議会の主催により開かれたもの。児童たちは、
「一票が大切と分かった」「簡単だったので実際の投票
にも行きたい」と有意義な体験をした様子でした。

一票の重みを体験！
五郷小学校模擬選挙

11 広報もばら　2017.2.1
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茂
原
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会

２
月
13
日
㊊
13
時
30
分
～（
市

役
所
５
階
５
０
２
会
議
室
）／
告

示
日
（
立
候
補
届
出
日
）
＝
４
月

16
日
㊐
／
投
票
日
＝
４
月
23
日
㊐

７
時
～
20
時

と
選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

「
口
座
振
替
」
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
納
め
に
行
く

手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

振
替
方
法
は
、
翌
月
末
振
替
・

当
月
末
振
替
（
早
割
）・
６
カ
月

前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
の

う
ち
か
ら
選
択
で
き
、
翌
月
末
振

替
以
外
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
特

に
割
引
額
が
多
い
の
は
２
年
前
納

で
、
２
年
間
で
１
万
５
千
円
程
度

割
引
に
な
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
金
融
機
関
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
年
金

手
帳
ま
た
は
納
付
書
、
預
貯
金
通

帳
、
お
届
け
印
／
申
込
締
切
＝
１

年
前
納
・
２
年
前
納
・
６
カ
月
前

納
（
４
月
～
９
月
分
）
は
２
月
末

日
ま
で
※
一
部
免
除
の
承
認
を
受

け
て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、
毎

月
納
付（
割
引
な
し
）と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
4
月
よ
り
、

口
座
振
替
に
加
え
て
現
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て

も
、
2
年
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

☎
０
３
（
６
６
３
０
）
２
５
２
５

（
追
加
）
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
27
・
28
・
29
年
度
の

（
追
加
）入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
＝
２
月
20
日
㊊
～
３

月
３
日
㊎
必
着
（
郵
送
の
み
）／

有
効
期
間
＝
平
成
29
年
６
月
１
日

～
平
成
30
年
５
月
31
日
／
申
請
様

式
等
＝
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

と
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課
工
事
管
理
室

〒
２
９
７
‐
０
０
３
５

茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１

☎
�
０
１
０
７

「
障
害
者
雇
用
促
進
就
職
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原
・
い
す
み
で

は
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
求
人
企
業
の
担
当

者
か
ら
、
直
接
、
仕
事
の
内
容
や

職
場
の
環
境
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
22
日
㊌
13
時
30
分
～
15
時

30
分
／
場
所
＝
市
役
所
１
０
２
会

議
室
／
申
込
締
切
＝
２
月
17
日
㊎

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原　

求
人
専
門
援
助
部
門

☎
�
８
６
０
９
、
Ｆ

�
３
７
９
４

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

と

関
東
電
気
保
安
協
会

千
葉
事
業
本
部　

茂
原
事
業
所

☎
�
８
０
２
１
、
Ｆ

�
８
１
７
４

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の
「
健
康

づ
く
り
料
理
教
室
」
参
加
者
募
集

２
月
24
日
㊎
9
時
30
分
～
13
時

30
分
（
受
付
9
時
15
分
～
）／
場

所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
・
募

集
人
数
＝
市
内
在
住
者
・
25
人

（
先
着
順
）／
費
用
＝
５
０
０
円
／
講

話
＝
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て

／
調
理
＝
ご
飯
、
ひ
じ
き
と
野
菜

の
つ
く
ね
卵
あ
ん
か
け
、
減
塩
み

そ
汁
他
／
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
／
締
切
＝
2
月
17
日
㊎
／
主

催
＝
茂
原
市
健
康
生
活
推
進
員

会
・
本
納
支
部

と
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、
Ｆ
�
１
８
６
５

呂
場
な
ど
か
ら
出
る
す
べ
て
の
排

水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

が
あ
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
環

境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、
そ

の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
補
助
の
要
件
等
、
く
わ

し
く
は
設
置
工
事
の
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

=

39
万
円

・
く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

=

31
万
円

と
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

お
知
ら
せ

 

募
集

「茂原市災害ボランティアセンターの
� 設置運営等に関する協定」を締結

市と社会福祉法人茂原市社会福祉協議会（鬼島義昭会長）は、
1月17日㊋、に「茂原市災害ボランティアセンターの設置運営等
に関する協定」を締結しました。

この協定は、市内において
災害が発生した場合に、市か
らの要請に基づき災害ボラン
ティアセンターの設置および運
営等をしていただくものです。

災害時において、ボラン
ティアの受け入れや活動の調
整等、センターの運営が円滑
に図られるようになります。

　　　　　  お問い合わせは、総務課防災対策室（４階）
　　　　　 ☎（20）１５１９、　Ｆ（20）１６０２へ。
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／
調
理
＝
ご
飯
、
ひ
じ
き
と
野
菜

の
つ
く
ね
卵
あ
ん
か
け
、
減
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■市民相談 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■結婚相談（登録制） 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505
■無料法律相談
　（予約制・民事）

2月9日㊍、13時～15時/場所=5階504会議室
2月28日㊋、13時～15時/場所=5階504会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 2月24日㊎、10時～15時/場所=5階504会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 2月14日㊋、13時～16時/場所=市役所5階504会議室
2月23日㊍、13時～16時/場所=本納公民館/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月～金曜日  9時30分～16時（12時～13時までを除く）/場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）
☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）2月6日㊊、3月6日㊊  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■助産師相談 （要電話予約）2月23日㊍、3月2日㊍  9時30分～11時30分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■6カ月乳児相談 2月23日㊍（平成28年8月生）受付=9時30分～10時、13時30分～14時/場所・問合せ=保健センター
☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 2月14日㊋（平成27年8月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 2月16日㊍（平成26年8月、9月生）受付=9時～10時10分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■3歳児健康診査 2月15日㊌（平成25年8月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725
■子育て相談
   　（予約制）

2月17日㊎/10時30分～16時15分/内容＝子育て、発育、発達に関すること/対象＝就学前までの親子/場所＝
保健センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■ことばの相談
   　（予約制）

2月１0日㊎、17日㊎、24日㊎9時30分～15時／内容＝ことばに関すること/対象=就学前までの親子/場所=保健
センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内/内容=子育て、児童虐待、DVなど/場所・問合せ=子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月～金曜日  10時～15時/場所・問合せ=各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573
■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時～15時/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 2月２2日㊌　13時～16時(要電話予約)/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・水・金曜日13時～16時（行事の都合により、閉室の場合あり）/場所・問合せ=総合市民センター
☎（24）9511

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時～17時（火曜日のみ9時～12時） /場所・問合せ=生涯学習課（9階）☎（20）1559
■少年相談 執務時間内/場所・問合せ=青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内/場所・問合せ=茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています。/問合せ=県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2249
■県民相談 執務時間内/場所・問合せ=長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830
■教育相談 執務時間内/場所・問合せ=東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

不妊相談、こころの健康相談、精神障害者社会復帰事業（デイケアクラブ）、エイズ相談、HIV等抗体検査、
性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子
父子自立支援などを行っています。/場所・問合せ=長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
※太字は予約制
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和27年2月2日～昭和27年3月1日）は、第1
号被保険者の資格取得となります。2月15日頃までに保険証（被保険
者証）を郵送します。
　お問い合わせは、高齢者支援課（2階）　☎（20）１５７２、FFＦ（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和17年3月2日～昭和17年4月1日）は、現在加入
の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入するこ
ととなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、国保年金課（2階）　☎（20）１５０３、FＦ（20）１６００へ。

納期限のお知らせ
忘れずに納付しましょう！
●固定資産・都市計画税（第4期）
●国民健康保険税（第8期）
■今月の納期限は、2月28日㊋
※コンビニエンスストアでも納付できます。 
※納税には便利な口座振替をご利用ください。

 お問い合わせは、収税課（2階）
  ☎（20）１５７８、 FＦ（20）１６０９へ。
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名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ 茂原NPD（茂原ノートパ
ソコン同好会） 第1・3月曜日 14時～16時

ワード（写真貼付等）・エクセル（表計算）・その他／対象＝
ノートパソコン(ビスタ＆ウィンドウズ7、8、10)を持参で
きる方／費用＝月1,750円（会費含む）

中央公民館 ☎090-3472-3791　 
白土(シラト)

❷ ダンディクッキング 第1土曜日 13時30分～
16時30分

男性料理教室。体験受講を募集中／対象＝成人男性（初心者
歓迎）／費用＝１回1,000円 中央公民館 ☎090-1607-5338

高橋

❸ ハーモニカ水奏会 第2・4水曜日 9時30分～
11時30分

教本、独自の曲集、CDにより学ぶ／対象＝一般（基礎～
中・上級）／費用＝月2,000円／指導＝ハーモニカ振興会
認定講師

二宮福祉センター ☎23-9249　青柳

❹ 民謡サークル　豊栄会 第1・3木曜日 13時30分～
15時30分

先生から唄の指導を受けながら、三味線の生演奏によりみん
なで民謡を唄う／対象＝一般／費用＝月1,500円 豊田福祉センター ☎080-3204-6169 

原田

イ
ベ
ン
ト

❶ 骨董がらくた市とフリー
マーケット

2月4日㊏、
18日㊏ 8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193 

小曽根

❷ ボランティア菜の花会 2月4日㊏ 13時30分～
15時30分 楽しい書道／対象＝一般／費用＝無料／持ち物＝書道道具 総合市民センター ☎23-8958　二見

❸ 初心者でもできる 
本格中華料理教室

2月9日㊍、
23日㊍ 

（全2回）

14時30分～
16時30分

対象＝市内在住者／定員＝20人／費用＝2,000円（材料
費）／講師＝慶飯　篠原慶行氏／申込方法＝費用を添えて窓
口へ（定員になり次第締切）

総合市民センター ☎24-9511 
総合市民センター

❹ 水辺の鳥の観察
2月11日㊏ 

（雨天時2月
12日㊐）

8時30分～12時
水辺にはどんな鳥がいるか観察しましょう／対象＝小学生
以下は保護者同伴／定員＝20人／費用＝無料／持ち物＝寒
くない服装、観察道具

千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

☎0470-86-5251　 
千葉県いすみ環境と文
化のさとセンター

❺ そばうち体験 2月18日㊏ 10時～14時
自分でそばを打って皆で味わいましょう／対象＝中学生
以上／定員＝18人／費用＝1,000円／持ち物＝ボウル

（30cm以上）、割烹着、頭巾、タオル、持ち帰り用容器

現地集合
（受付時案内）

❻ 冬の星座観察
2月25日㊏

（雨天プログラ
ムあり）

17時30分～19時
オリオン座など冬の夜空の星座観察をしましょう／対象＝
小学生以下は保護者同伴／定員＝20人／費用＝無料／持ち
物＝寒くない服装

千葉県いすみ環境と
文化のさとセンター

❼ 県立長生特別支援学校　
「しおかぜフェア」 2月15日㊌ 10時～15時

（雨天実施）
中学部・高等部の作業学習製品の展示・販売、学校紹介の
展示／対象＝一般／費用＝無料

茂原ショッピングプ
ラザ　アスモ ☎42-2470　伊藤

❽ 県立大網白里特別支援学校
「虹色コスモスフェア」

2月15日㊌、
16日㊍ 10時～15時 15日㊌に園芸班・手工芸班・縫工班、16日㊍に農耕班・木

工班の作業製品販売会／対象＝一般／費用＝無料

アミリィ大網白里 
ショッピングセン
ター

☎0475-70-5000　
高橋

❾ 家族介護教室 2月18日㊏ 14時～15時30分 「高齢者のための栄養管理」～おいしく楽しい食事で栄養管
理～／講師＝管理栄養士　野上／対象＝一般／費用＝無料 しょうじゅの里茂原

☎27-1165　 
しょうじゅの里茂原　
鎗田

� 総合市民センターふれあい
まつり

2月18日㊏、
19日㊐ 9時～16時

自主グループの作品展示、模擬食堂、お茶会（10時～15
時）、18日㊏のみフォークダンスのつどい、社交ダンスパー
ティー、19日㊐のみ芸能発表会、バザー／対象＝一般／費
用＝無料

総合市民センター ☎24－9511 
総合市民センター

� 映画上映会 
「海よりもまだ深く」 2月19日㊐

①10時～ 
②12時20分～ 
③14時40分～

夢見た未来と違う今を生きる、元
・ ・ ・

家族の物語／主演＝阿
部寛、樹木希林ほか／監督＝是枝裕和/費用＝高校生以上
1,100円、60歳以上1,000円、3歳以上中学生以下800円
※当日券のみ

東部台文化会館 ☎043-225-6355 
京成ローザ⑩

� 暮らしの手続き無料相談 2月19日㊐ 10時～16時
遺言や相続、金銭や不動産の賃借、離婚や養子縁組、クー
リングオフに関することなど／予約不要、当日の電話相談
可

東部台文化会館
☎44-4622　 
千葉県行政書士会 
長夷支部 二階堂

� 第477回労災職業病なんで
も相談会 2月25日㊏ 13時～16時 弁護士、労働安全衛生管理者、ソーシャルワーカー等によ

る相談会／対象＝一般／費用＝無料／予約不要・当日受付
千葉市中央コミュニ
ティセンター

☎043-225-4567 
千葉中央法律事務所

� あなたも里親になりません
か？里親説明会 2月25日㊏ 14時～16時 里親制度の案内、現役里親の体験談／対象＝里親制度に興

味がある方／費用＝無料 総合市民センター ☎27-1733 
東上総児童相談所

� 講演「自民党の憲法草案に
ついて」 2月26日㊐ 13時30分～

15時30分 講師＝鈴木守弁護士／対象＝一般／費用＝無料（予約不要） 中央公民館 ☎23-7481　岡崎

� スマートフォン教室 2月27日㊊ ①10時～12時 
②14時～16時

初めてでも安心して利用できるスマートフォンの魅力を紹
介／対象＝一般／定員＝各10人／費用＝無料／申込期限＝
2月15日㊌／申込方法＝窓口のみ

中央公民館 ☎22-5072　 
中央公民館

�
社会福祉法人九十九会・
睦沢町教育委員会共催

「第43回教育講演会」
3月4日㊏

13時30分～
15時30分 

（開場13時）

心が響きあう子育てのススメ～親も子も一緒に育っていけ
ばいい～／入場料＝無料（申込不要、保育あり）／講師＝萩
原光／※保育希望の場合、2月24日㊎までに要連絡

槇の木学園体育館 
（睦沢町上市場693）

☎44-1214　 
つくも幼児教室

� ぐるっと長生フェスタ
2017 3月4日㊏ 10時～15時30分

ノルディックウォークで春の七福神めぐり約13㎞コース／
対象＝一般／定員＝150人(先着順) ／費用＝3,000円（当
日徴収、昼食・保険代等）、ストックレンタル料500円（希
望者のみ）／申込方法＝要問合せ（2月24日㊎締切）

茂原公園集合
☎20-1528 
長生地域観光連盟事
務局（市商工観光課内）

� 大人のための英会話・韓国
語入門講座

3月13日㊊～ 
（全8回・毎週
月）

韓国語
18時～19時 
英会話19時30分
～20時30分

見て、聞いて、話す。基本的な挨拶から簡単な会話まで外
国人講師と共に学習／対象＝一般／定員＝各講座15人（先
着順）／費用＝全8回5,000円（別途テキスト代）

市民会館
☎090-6489-2803 
国際文化交流協会 
前田

� 講演「不登校で貧乏育ち～
社長へ」 3月26日㊐ 14時～

15時30分

今すぐ生活に身近で役立つ体験談を交えて講演、質疑応答
あり／講師＝岡本正明氏（家計診断士）／対象＝一般／定
員＝25人（要予約）／費用＝無料

東金文化会館 ☎0475-80-7666 
岡本

� 第20回もばら若い芽のコ
ンサート　出演者募集 5月20日㊏

参加資格＝茂原・長生郡市、いすみ・夷隅郡市、山武・山武郡市内に在住も
しくは出身者で音大・音短大を平成26～28年に卒業または29年3月に卒業
見込みの方、またはそれに準じる実力の方／参加費＝無料／応募締切＝2月
28日㊋／申込＝郵送（茂原市上茂原250-46　比留川　幸久）またはメール
y-hirukawa@mbe.nifty.com

東部台文化会館
☎25-1624　 
茂原市音楽協会　
比留川

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。

★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。

●
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接
各
代
表
者
へ
。

●
掲
載
に
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の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
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金
で
す
。
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●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

現
金
を
用
い
ず
に
買
い
物
が
で

き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
の
支
払

い
手
段
が
次
々
に
登
場
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
等

を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

使
う
の
は
簡
単
で
と
て
も
便

利
で
す
が
、
仕
組
み
を
理
解
し
な

い
ま
ま
に
利
用
す
る
こ
と
で
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

《
事
例
１
》

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勧
め
ら
れ
、
申

し
込
ん
だ
。
し
か
し
、
後
日
、
カ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
な
い
と
通
知
が

届
い
た
。
今
ま
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
が
作
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
信
用
を
元
に
し

た
取
引
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利

用
情
報
は
す
べ
て
個
人
信
用
情
報

機
関
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
未
払

俳
　
句�

明
け
や
ら
ぬ
空
ゆ
く
雁
よ
今
日
は
何
処�

武
居　

敬
子

小
春
日
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
冬
桜�

河
野　

智
子

短
　
歌

月
の
眉
描
き
整
え
い
そ
い
そ
と

������������

出
掛
け
る
茂
原
短
歌
大
会�

菊
地
ミ
ト
リ

川
　
柳

年
老
い
て
生
き
る
自
信
は
診
察
券�

横
田　
　

清

老
い
し
妻
を
柱
と
頼
む
独う

ど活
の
夫つ
ま�

髙
石　

久
之

ス
カ
ー
フ
の
魔
法
お
洒
落
度
ア
ッ
プ
さ
せ�

高
橋
由
紀
子

長
老
に
聞
く
人
生
の
裏
話�

塩
田　

加か
も
ん門

天
守
閣
仰
ぎ
白は
く
ろ鷺
の
羽
繕
い�

福
田　

研
治

譲
ら
れ
た
席
で
歳
の
差
計
ら
れ
る�

山
野
井
和か
お
ん音

古
稀
を
越
え
ま
だ
若
い
気
の
富
士
登
山�

荒
木
庄
二
郎

波
乗
り
へ
五
輪
を
視
野
の
一
の
宮�

稲
子　

勝
久

野
菜
高
隙
間
目
立
っ
た
お
で
ん
鍋�

大
井　

康
章

ト
ラ
ン
プ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
影
薄
れ�

大
久
保　

稔

Ａ
Ｉ
が
プ
ロ
棋
士
負
か
す
技
の
冴
え�

小
野
與よ
し
の
り

四
法
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消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代

     
〜
い
ろ
い
ろ
な
支
払
方
法
〜

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代

     
〜
い
ろ
い
ろ
な
支
払
方
法
〜

い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
あ
っ
た

場
合
、
事
故
情
報
と
し
て
登
録
さ

れ
、
与
信
審
査
で
カ
ー
ド
発
行
を

拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
返
済
期
日
は
守
り
ま
し
ょ

う
。ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
借
金
で

す
。
支
払
え
る
か
よ
く
考
え
て
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
リ
ボ
払
い
は
手

数
料
が
高
い
の
で
利
用
は
慎
重
に

し
ま
し
ょ
う
。

《
事
例
２
》

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
、「
有
料

動
画
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
あ

る
。
連
絡
が
な
い
場
合
、
裁
判
に

な
る
。」
と
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

利
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る

た
め
に
電
話
を
す
る
と
、「
コ
ン

ビ
ニ
に
行
っ
て
10
万
円
分
の
電
子

マ
ネ
ー
を
買
い
Ｉ
Ｄ
番
号
を
連
絡

す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

事
例
の
よ
う
な
場
合
に
、
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
は

し
な
い
で
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

電
子
マ
ネ
ー
と
は
、
現
金
を
使

わ
ず
に
電
子
化
し
た
デ
ー
タ
で
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
い
を
す
る

こ
と
で
す
。
事
例
の
よ
う
な
電
子

マ
ネ
ー
は
カ
ー
ド
を
業
者
に
渡
さ

な
く
と
も
、
Ｉ
Ｄ
番
号
を
知
る

だ
け
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
業
者
に
番
号
を
伝
え
、
使

用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
被

害
回
復
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
絶
対
に
Ｉ
Ｄ
番
号
を
教
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
に
も
、
鉄
道
会
社
発

行
の
電
子
マ
ネ
ー
の
よ
う
に
、
前

も
っ
て
お
金
を
チ
ャ
ー
ジ
（
入
金
）

し
て
お
い
て
そ
こ
か
ら
支
払
う
よ

う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
匿
名
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
誰
が
チ
ャ
ー
ジ
し
、
利
用
し

た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
管
理
な
ど

に
注
意
が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１
、
Ｆ
⒇
１
６
０
0
へ
。



▲素敵な笑顔の前田さん（右）と田代さん（左）

防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　P H Sからは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

　「少し勇気がいったけど、心配ですぐに声を
掛けました」と真っすぐな目で話すのは、豊田
小学校６年生の前田真衣さんと、田代紗月さん
です。
　２人は昨年の夏、通学中に高齢の女性がガー
ドレールに寄りかかっていることに気付き、落
ちていた携帯電話やバッグの中身を拾って渡そ
うとしました。しかし女性はうまく受け取れな
い様子で目もうつろ。２人は「大丈夫ですか？」
と声を掛け、近くのコンビニに駆け込み、店員
に救急車を呼んでもらいました。当時の気持ち
について、「たとえ自分１人でも声を掛けてい
たと思います」と２人は迷わず言います。後日、
助けられた女性からは、「命の恩人です」と書

かれた手紙が届いたそうです。
　前田さんと田代さんのこの行動は、今年１
月、千葉県青少年総合対策本部の主催による

「平成28年度ライトブルー少年賞」で表彰され
ました。この賞は、心豊かなたくましい青少年
を育成するため、善意や親切心から良い行いを
した少年を表彰し、その活動を県内に広めるも
のです。
　合唱部に所属し、歌うことが大好きで、日頃
から下級生の面倒を良くみているという２人。
将来の夢を聞くと、前田さんは保育士、田代さ
んはウエイトレスだそうです。少し照れながら
お互いに顔を見合わせて話す笑顔には、２人の
仲の良さと心の優しさが映し出されていました。

SPOT スポット

　　　　前
まえ

田
だ

　真
ま

衣
い
さん（豊田小６年）

田
た

代
しろ

　紗
さ

月
つき
さん（豊田小６年）

平成28年度ライトブルー少年賞受賞

笑顔が映す
　　　　優しい心

《内科系》 《外科系》

2月 5日㊐ 宮 山 医 院
☎22ー4873

宍 倉 病 院
☎24ー2171

2月11日㊏ 鈴 木 医 院
☎22ー2630

鎗田整形外科医院
☎24ー8686

2月12日㊐ 吉 田 医 院
☎34ー3045

須 田 外 科 医 院
☎23ー7748

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時
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